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10月に魚釣島近海に出現した

カジキ,サバに関する　二,三の知見

盛　　田　　友　　式

some Notes on Marlin and Mackerel from the

Waters of Uoturijima in October

Tomokazu M.ORITA

1.堵 Fj

魚釣鳥近海におけるカジキ漁業は戦後殆ど実施されていないので本学部の新潮丸は昭和

24年来同方面の漁況調査を実施し,これにより最近2ケ年来カジキ延縄漁船の出漁もよう
51L!E]

やく多くなった.しかしてこれら漁船の枇漁状況及び新潮丸の調査の結果から同海区にお

けるカジキ賓の漁期は軌10月下旬から翌年5月頃(主として冬季)であると考えられて

いるが,その初漁期と思われる10月頃の調査は極めて少いので昭和27年10月新潮丸

により魚釣島近海のカジキ,サバの調査を実施し,その結果と同じ晩　同じ漁場に出漁し
(証1)

ていた大呂丸の操業結果並びに過去の調査資料を蒐壊して,これらによって10月に同海

区に出現するカジキ類の分布と環境要因並びにサバの分布と形態について二　三の考察を

試みた.

その結果10月にクロカジキの出現が顕著であり,且つクpカジキとシPカジキとの漁

場は夫々環境を異にしているようである･叉サバは下層冷水帯に分布し,魚体の大きは島

からの遠近により多少異なるようである･

2.カ　ジ　キ類　と　漁場

今回の調査によるカジキ類は第1,第2表のように新潮丸　大昌丸何れもシPカジキ,ク
(註IJ)

pヵジキ,バショウカジキ,辛-ダの4軽質で,内シロカジキ,クロカジキが800/o以上
u)

を占めている.しかして最近3ケ年間に新潮丸で調査した12航海の魚種別出現状況は第

3表のようでシPカジキ,バショウカジキが夫々半数近く占め,クロカジキは僅か40/Uで

ぁる.しかるに10月の調査では帝1,第2表にみられるようにクロカジキが今までにな

く多く甲現し,新潮丸では49･30/0,大呂丸では21･30/oとなっている･即ちこれは今迄漁
(2)

期と考えられている期間の初期にクロカジキの来演があるものと推察される･中村氏は5

-9月に与郵国鳥方面で相当にクpカジキの漁事がみられるといい,この末期における北

限として10月に魚釣鳥近海にクpカジキがr'Jj潤するものと考えられる.

註( 1 )大呂丸は新潮丸とri-f]様にl榊T24Jll:I 10月1旬魚釣島近紬こ出漁し･巾細分殆ど相接返して-･JJ J

キ延経の操業をを実施していた.大呂丸の根拠地は南本野港である･

詳(I)シtlカジキ､ Marlinamarlina (Jo7iDAN&HILL)

ク､J　カ　ブキ　　Makaira ma2;ara (JoRDAN 良 SNYD一派)

iシヨ{/カジキ　1stiophorus orientalis (TJmM川CX 也 Scfl,･出棚L)

キ　　-　ダ　Neothunnus macropterus (TEIWIWINOK 良 ScII仙jHr一)
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又,クpカジキは第1,簡2表のよう

にF, G, H, Ⅰ, e, f,の各点に限られ

釣獲され,これら各点は第1図によれば

何れも比較的深い100尋練の外側となっ

ている.しかるにシPカジキほ表中. a

b. C. d. e.の各点で相当多く釣獲さ

れ,これらの各点は第1図のように殆ど

浅い100尋線の内側となっている･即ち

クロカジキとシT]カジキは100尋線附近

を境にして明らかにその分布を異にして

いることが認められた･

3.カジキ額と海況

前記のように狭い漁場でありながらク

ロカジキとシロカジキとが100尋線を境

にして漁場を異にしているので100尋線

内外の水温と塩分について観察を試み

た.当時の漁場観測の結果を第1図のよ

うに100尋線の内側で魚釣島から略i N

56oW52浬の線上に3点,同線外側で同

島から賂i W30浬の線上に　3点を撰び

夫々の水温と塩分との垂直分布を第2,

第3図に示し,又100尋線内外の各3観

測点の平均値を求め両漁場のT-Sダイ

ヤグラムを第4図に示した.漁場の水深

は100尋線の内側で,外側では　200

-300mであった.これらによれば魚釣

島近海は給体的に深度を増すに従って低

温高舷になっている･これは昭和8年10
(3)

月の観測結果によってもよく似た傾向が

窺われ,文鳥から沖合のC,Ⅰ点には東
(4)

支那海流(寒流系の支部沿岸流)の影響

があるように考えられる.なお第4図の

T一一Sダイヤグラムによれば100尋線外

側の100m層附近までと内側の50m層

附近までは略卜･様な暖水帯(水温26
-27℃位,塩分34.6-34.8‰)と考え

られ,内側の50m以深は急に低温とな

り下層に至り幾分高鹸な冷水帯となっ

ているが外側では150mで幾分低温高

第1表　新潮丸の位置別添棒尾数と魚種別出現率

位　月　　　　魚 穫
シ　ロ　　ク　ロ　バショウ

定　　日　カジキ　　カジキ　カ　ジキ

･･L･tl･計

A

B

C

D

E

F

G

2　　　　　　　　2

3

1　　　　　　　　　4

10

5　　21

16

8

6

計　　　26　　　35　　　5　　　5　71

出現率　36.6　　　49･3　　　7･05　　7･05

備考‥ 10月20日は休漁海洋観測のみ,位置は第
1図寸こ読めす.

第2表　大呂丸の位置別漁獲尾数と魚種別出現率

a

シ　ロ　　ク　tl　バショウ

日　カジキ　　カジキ　カ　ジ　キ

1 0_24 23

b　　26　　9

C　　27　　1･1

d　　28　19

e　　30　　1

f　　31　　8

計　　　74　　　23

出現率　　68.5　　　21･3

備考:位置は第1図に示す.

計

23

2　　　　　　　　11

14

10　　　　1　108

9.3　　　　0.9
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鹸な水帯が現われているようである･

前記のようにク｡カジキが100尋線の

外側漁場にのみ限られて釣獲されている

ことはクpカジキの漁場が内側漁場とは

海況的に相当条件を異にしているものと

思考される.即ちクロカジキは外洋性で

あって100尋線の外側漁場の50m層以

探に潜泳し,内側漁場の下層冷水帯へは

第3表　魚釣島における魚種別漁樟尾数と出現率

･(I. Ml. ::.... _i'∴∴i:-_ I.∴ '=Ti∴'.:'1 -i.他･汁

尾　数　217　　24　　272 13　　3　529

出現率　　4Ⅰ.0　　4.3　　51.4　2･5　0･3

備考‥調査期間　自昭和24年至同27年(冬の漁
期闇)

操業同数　77回

第2図1∞尋線内側の水温,塩分分布

I X　　･;A ) l温　　　かl

来演しないものと推定され,叉クロカジキの潜泳層の水温は前記によって晩26･5oC位と

考えられる.
(2)

シロカジキは比較的沿岸性であり,前記のように100尋線内側の漁場で多く釣獲されて

おり,この内側漁場は比較的浅海であり乍ら外側漁場と異なり,第2,第4図でみられる

ように50-75m層附近で水温塩分の変化が甚しく上層は高温低級,下層は低温高臓と

なっている.

シPカジキの釣獲水深は漁具古癖造上よりみて40-50m以深であってその漁獲通水温

は23-24oC位と考えられており,この40-50m以深で水温23-24oCの水帯は第2,

第4図では60-75m層附近にみられる･即ちシpカジキは上層暖水帯と下層冷水帯との

混合している層附近でサバ(後記)を追い港泳しているものと考察される･

(註t11)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日,fl)

I.i･k (lB)等暗使用した漁具の洋馳約18m,接触は約25mで鈎u水洋は43m以托
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第3図100尋線外側の水温塩分分布

Yそ一一一　　　一息 W t一　　　一-魚

(ホ　　:良) (1息_　　　　　す. )

第4図　魚釣島近海のT-S　ダイヤグラム

t'(C)

2.J

34.6 35･Os r y.)

備考

M : 100尋線内側(A.
B.C点の平均値)

N:  /′　外側(F.

H.Ⅰ点の/′ )
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4.カ　ジ　キ類の食性

カジキ煩の胃の内容物を調べ第4,第

5表に示し,その食性について考えてみ

た.第4表にみられるようにカジキ質の

胃内に摂餌の存在を認めるものが77･70/o

で,その内摂餌の種別可能なものが650/0

を占め,叉その摂餌の種額は第5表によ
(謎IV)

りサバ,ムロアジが多く　74.60/Uである･

胃の内容物の種別判定が可能である事

は摂餌後余り時間を経過していないもの

と考えられるから,魚釣島近海のカジキ

額特にシロカジキとタロカジキとは索餌

のためサバ(後記)ムロアジを追って潜

泳しているものであろう･

サバを餌料に使用したカジキの漁獲率

は第6表に示したように飼料の鮮度よ

り,その生死別によって著しく異ること

が窺われ,活餌において9.30/oの高率を

示している.即ちカジキ額は好んで活動
(5)

せる魚叛(サバ,ムロアジ等)をあさっ

て捕食するもののように考えられる･

5.サバの分布と酵泳轡

魚釣島近海におけるカジキ額の胃の内

容物は前記のようにサバが極めて多い,

これは同近海のサバの分布がカジキ額の

漁況に密接な関係を有するものと考えら

れる.

従来10月における同近海のサバは時

期的に余り期待されなかったが,カジキ

第4蓑　田の内容物の有無

魚　種　画面㌔酌杯寵
_　　　L　--1　-　　　-L一一日　　L--I-　-　-I-一一　一一L---一　--LL--　--l l--I

クLP　カ　ジキ　　25尾　　　5尾

シ　ロ　カ　ジキ　17　　　　3

バショウカジキ　　　3

無

キ　　ハ　　ダ　　2　　　1　　　2

一一　-一一1 I------1l　-　--I-　-1　--　-1　　　-　1　---　　　--　----　---一一　一一一---

計　　　　46　　　　9　　　16

%　　　　65.0　　1 2.7　　22･3

第5蓑　田の内容物の種華

調査魚種サバ冒…警警其他

ク､コ　カ　ジキ(24 )18尾17尾12尾

シ11カ　ジキ(17 )22　16　1

;-ショウカジキ(3 ) 2

キ　　-　　ダ(2 ) 1

計　　　　43　33　13　　6　7

%　　　　42.2　32.4 12･7　5･9　6･8

備考‥( ) 1^)は調蜜魚の尾数･

第6表　餅料の鮮登別漁軽率
二二.二二二=-==二二==-===========二二二ご--二=･=-==-ニ==ここ:二二二ここ=⊥ I-J-

餌料の種類　漁嘩率　　摘　　　　要

%　新漸丸の昭24年11凡昭25年
冷凍のサバ餅1.98 12月における2航海10回操業

の平均

釣鮎後の死餌2･10済箸㌫詣老ける細野
′′　　活餅　9.30　同

備考:冷凍餌は陸上冷凍で漁場においては解凍し

鮮度不良.

(註V.)

上

延縄の餌料とする程度のサバは漁獲されている.しかし3月, 4月寵比すれば極めて不漁
(6)

である.第7表は魚釣島を基点としてNW～Wの沖合でサバの釣獲水深を調べたもので

ある.これによればサバの分布はNW～W45浬附近迄みられ,釣鐘水深は25-120mと

なっている.

夜間は集魚燈200W 5胤100W 2個,甲板上作業燈40W 6個を点燈し釣手9-10

人で天秤釣漁具を使用したが夜間における釣獲水層は25-55m層で,その内45-55m

層が最も好漁であり, 25m以筏には全然浮上していない･これについて第2図を調べて

謎(m)ムロアジDecapterus muroadsi (TEmINCK 良 SoEI･EGEL)

(V)昭和25, 26年の新潮丸,営業者船などの調査報常にによる･

計

尾5
　

1

尾
3

　

1

1

　

2



盛Hr友式-10月に魚釣島近梅に糾現したカジキ,サバに関する二,三W知見　　　49

みると,この釣獲水層は上層暖水帯と下

層冷水帯との混合する層であることが分

り,サバは上層の暖水帯(水温約27oC)

には浮上せず,この層が浮上の限界であ

ると考察される,

昼間においては毎朝1回宛延縄漁具10

-15鉢(1鉢に鈎100本付)を使用し

操業し,これによると昼間におけるサ

バの釣獲水深は　90-120mであること

がわかり,サバの下層分布の限界は殆ど

海底近くに及んでいるものと思考され

る.即ちサバは下層の比較的寒冷な水帯

に済泳するものと推察せられ,第7表で

第7表　サバの釣埠尾数と位置別釣牲水探

釣　獲　水　深　rm)

位　　　置　　月日　25-35～45～90-　100-

35　45　55　100　　120

魚釣島　W10′

w NW IO'

// N80oW 13′

/′　　NW lら′

/′　　NW 20′

l/ N75.W 30'

/′　N60oW 30′

lr WNW 35'

// N60eW 45'

計

示すように45-55m層附近に多量に分　操業一回当り

布するものと考えてよいならば,この層　摘　　　要

のサバを追って多くのシロカジキが瀞泳

しているものと推論される.

7 1　52　　　204

162

211

126

72`

70　152 1030　52　　　560

70　　77　206　52　　141

夜間･天秤釣 昼間･延髄釣

備考‥釣穫水深は釣絹及び浮縄の深さによる･

6.サ　バ　の　形　態

(弘V()

10月に魚釣島近海において釣獲されたサバは殆どゴマサバであって同島から漁場の遠

近によりその魚体の大さが異なるようであるので操業中(7日間)漁場別に魚体調査をし

た350尾について,その体長･体重･肥満度の出現状況を第8-第10表に示した･

この表によれば魚釣島の沖合における

サバの体長は34cm以下のものが85･3

0/o (内32-34cmのものが59･lo/o)で,

体重550g以下のものが79･lO/o (内400

-550gのものが74.70/o)であり比較的

に小型なものが多い.沿岸では33cm以

上のものが84.10/o (内33-36cmのも

のが64.50/o)で,体重500g以上のもの

が75.20/o (内500-650gのものが56･8

0/o)であって比較的大型のものが多くな

っている.

肥満度(W/L31000)についても沿岸

と沖合で多少異るようである･第10表

によれば沿岸では14.0以上が660/Uで

14.5-15.0のものが最も多く,沖合では

14.5以下のものが68.2 0/oで13.5-14･0

第8表　サバの体長出現表

体長(cTn)

25　′- 30

30 ′) 31

31 .-32

32　′ー′ 33

33 ′- 34

34　′､′ 35

35 ′､′ 36

36 ′一- 37

37 .ーノ38

38　～39

39　′､. 40

計

沿　　　岸　沖　　　合　　　計

尾数　%　局数　%

2　　0.9

1 1　4.9

5.6　　　46　20.4

10.3　　　62　27.5

尾数　%

2　　0.6

1 1　3.3

52　15.7

73　22.0

19.6　　71　31.6　　92　27.7

32.7　　　25　11.I

12.2　　　8　　3.6

60　18.I

2 1　6.3

13　　3.9

4　1.2

4　Ⅰ.2

I 07　　　　　　225　　　　　　332

備考‥沿岸とは魚釣島よりNW～Wの方向
20浬以内の海区.

沖合　　　//

託(Ⅵ)ゴマサバ　Scomber tapeinocephalus (BrJfil･17'J<71)

/′

30 ′一45浬の海区.
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のものが最も多くなっており,沖合のサ

バは沿岸のものに比べて稽i痩せている

ことが窺われる.

即ち島近くには肥えた大型魚が多く潜

泳し,沖合では比較的痩せた小型魚が多

く出現している.

10月におけるサバの生殖腺は著しく未

熟で性別の判定不能なものが多かった･

性別を識別することの粒来た17尾の内

14尾が雌で, 3尾が雄であり,雌が多

いように窺われる.

7.結　　　　び

(1)魚釣島近海におけるクロカジキ

は10月に最も多く出現していることが

判明した.

(2)クロカジキとシpカジキは同島

附近の100尋線を境にして夫々分布を異

にし,クロカジキは100尋線の外側即ち

黒潮系暖水帯で,しかも100尋線附近に

群湛するサバ,ムロアジをあさり湛泳す

るもののようであり,シロカジキは100

尋線の内側の　50-75m　層附近で上層

暖水帯と下層冷水帯との混合する層を済

泳して,この附近にいるサバ,ムPアジ

を追うものと考察される.

(3)サバは100尋線の内側で前記の

層附近から底層に至る冷水帯に溝泳し,

叉魚釣島からNW～W45浬附近まで分

布していることが分った.

第9哀　サバの体重出現表

沿　　　岸　沖｣ ‥=L

体重(g)房
計

尾数　%

350.ーノ400

400.)450

450′ーノ500

500 ′､′550

550へ.600

6(:X)′ヽノ650

65 0.､′ 700

700′〉750

7 5 0/､′800

800 ′)850

850 ′〉900

18

42

71

104

12

5

4

2

1　　　　　　　2

計　　1 25　　　　225　　　　350

備考-第8表に同じ

第10表　サバの肥滞度出現表

沿　　　岸 沖　　　合　　　計

産変~%　犀数　%　尾数

10.0′- 12.0

12.0′- I 2.5

12.5ノー) 1 3.0

13.0′〉 13.5

1 3.5･- 14.0

1 4.0′〉14.5

14.5～15.0

15.0′- I 5.5

3　　3.0　　　4

3　　3.0　　　6

5　　5.0　14

8　　8.0　　32

15　15.0　　50

19　19.0　　45

24　24.0　　38

ll ll.0　　16

15.5～ 1 6.0　　　　7　　7.0　　5

16.0′～16.5　　　　2　2.0　　4

16.5-)17.0　　　l I.0　　5

17.0～ 18.0　　　　2　　2.0　　2

計

(4) 10月におけるゴマサバの魚体は島の近くでは比較的大型で肥えたものが多く･沖

合では比較的小型で痩せたものが多くなっており,叉生殖腺は殆ど未熟である･

終りにのぞみ本研究について御指導賜った金森教授並びに本研究に関する漁場観音RlJ,魚

体測定及びその結果の調整に終始御協力下さった本学部新潮丸の航海士諸氏と江波教′酌こ

対して深く感謝の意を表する.

Risumi

on the丘shing test in the waters of Uoturijima in October, the following

results were obtained : ---一一一
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1) At the Uoturijima Fishing Ground a largecatchof Makaira mazara was

noted.

2) It was considered that at the outside of 100-fathom line Makaira mazara

swam along the warm Kurosio current, while at the inside of the line Makaira

marlina swam near between the warm water of upper part and the cold water

of lower part, and marlin looked for mackerel and horse mackerel (DecaPierus

murodsi).

3) It was perceived that at the inside of the line mackerel (Scomber iabe･

inocebhalus) swam in the cold water zoneand in the waters of 45 miles off

Noth･west～west of Uoturijima.

4) In October, it seemed that many small-sized mackerels were found off

shore, many large･sized were found in the coastal waters･ The quality indicator

(W/L3 1030) of the former was 13.5-14.5, the latter was 14･0-15.0, and genital

glands were almost llnripe.

冥 献

(I)藤田　友式:魚釣島近海に於けるカジキ漁況と水温との関係ついて

(鹿大水産学部紀要, 2巻1号, 1952)

(2)中村　広司:鮪漁業と其の漁場(1951)

(3)宇田　遺隆‥日本海及び其の隣接海区の海況(水試報告, 7･ 1934)

(4)須田　幌次:海洋科学　(1933)

(5)中村　広司:マグロ類と其の漁業(1949)

(6)田ノ上意隆‥鹿児島沿海の鰐漁況と水温流向について(鹿大水産学部紀要･ 2巻･ 1号1952)

(7)相川　広秋･.水魚資源学総論(1949)


